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令和５年第１３回 (定例会 )  

厚真町教育委員会会議録  

 

１  開会  

令和５年１０月３１日（火）１４時３０分  

 

２  閉会  

令和５年１０月３１日（火）１７時００分  

 

３  出席委員の氏名  

遠藤  秀明   長門  茂明  金光  えり  池川  徹  日西  大介  

 

４  委員及び傍聴人以外の会議出席者氏名  

生涯学習課長   阿部  雄史  

生涯学習課参事  乾   哲也  

生涯学習課参事  作田  和彦  

 

５  会議録署名委員の指名  

 （  金光  えり  ）  

 （  池川   徹  ）  

 

６  教育長報告  

(1) 行事参加等の動向                   （資料１） 

 【質疑】  

 

７  所管報告  

学校教育グループ  
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(1) 令和５年度小学校プール利用の実績について  

 

 

 

 

 

 

(2)  ９月５日（火）鵡川漁協厚真支所ホッキ部会から学校給食センタ

ーにホッキ貝２３０ｋｇの寄贈。９月１３日（水）の学校給食で提供。  

(3)  １０月６日（金）ＪＡとまこまい広域農協から学校給食センター

に新米「ななつぼし」５０ kg の寄贈。１０月１２日（木）の学校給食

で提供。  

(4) １０月定例校長・教頭会議について          （資料２） 

 

 【質疑】  

 池川委員：熊の件について。全体で対応が分からず登校した児童が３，４

人だったと聞いたが、保護者と歩いて登校する地区の児童生徒

はどうだったのか。  

阿部課長：全員、対応通り登校していた。  

池川委員：防災無線は何時までいれることができるのか。  

教育長  ：２２時頃である。今回の反省材料としては、目撃情報があった

時点で、翌日の対応について予告メールができれば、より広く

見落としがないように対応できると考えている。緊急時の対応

として次回に生かしていきたい。  

長門委員：このような対応の際に、猟友会との連携はあるのか。  

阿部課長：林務グループが猟友会と連携して現地に行く等の対応を行って

いる。今回に限っては、熊を見た目撃はあったが、痕跡が見つ

からなかったことから、本当に熊だったのかというところから

7 月 13 日（木）から 9 月 2 日（土）までの 52 日間  

（中止日数 7 日（閉庁日 3 日、熱中症対策 4 日））  

中央小（開放のべ 828 人）  上小（開放のべ 601 人）  

 

＜Ｒ４参考＞   

7 月 14 日（木）から 9 月 3 日（土）までの 52 日間（中止日数 5 日） 

中央小（開放のべ 834 人）  上小（開放のべ 581 人）  
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対応が始まっている。痕跡はないが、いたと仮定して対応した。 

日西委員：もし日中で子どもたちが学校にいる場合も、今回の対応とは逆

のパターンで動くと想定していいか。  

阿部課長：その通りである。  

池川委員：第一報の連絡を流すことと同時に、防災無線については、登校

に関する事項は別途流すというマニュアルがあるといいので

はないか。  

教育長  ：熊の対応以外にもミサイルなどの件も含めて、しっかりと準備

をしておくことが重要である。  

 池川委員：誰がメールの内容を読んで、誰が読んでいないかは把握できて  

いるのか。  

阿部課長：それは把握できない。そのような既読機能がついているものや、

教育委員会から直接メールが送れるようなシステムを予算要

求していき、周知しやすい体制を構築していくべきだと思う。 

池川委員：スクールバスの範囲に関することも整理しないといけない。  

教育長  ：統廃合をきっかけにスクールバスの導入があった。市街地の児  

童、生徒も含めて、対応について考えていかなければならない  

のかもしれない。  

 池川委員：冬期間や積雪があるときは、児童・生徒の負担にならないよう  

      なことを考えていかなければならないのではないか。  

 教育長  ：今後、保護者との意見交換の場を活用しながら検討していきた  

い。  

 

社会教育グループ  

(１ ) イナウ製作体験／９月３０日（土）／軽舞遺跡調査整理事務所／参加

者 18 人  ※「イナウ」＝イチャルパにおいて先祖等に捧げる祭具  

(２ ) カムイノミ・イチャルパ／１０月１日（日）／軽舞遺跡調査整理事務

所前庭／関係参加者７２人  
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(３ ) 第２３回健康ふれあいマラソン大会／１０月９日（月）／厚真中学校

陸上競技場周辺／参加者  マラソン７３人、ウォーキング３３人（参加

者内訳：小学生４０人、中学生１９人、一般４７人）  

(４ )厚真町津波等堆積物見学会／１０月１５日（日）／苫小牧弁天地区・

厚真町浜厚真北海道大学津波堆積物調査地点ほか／参加者１２人  

(５ ) 放課後子ども教室特別教室「染物体験教室」／９月２４日（日）／青

少年センター、環境保全林／参加者９人   

(６ ) ディスカバリーカルチャー「プラネタリウム×燻製」／１０月１４日

（土）／青少年センター／参加者１２人／ポスター掲示、 LINE の配信、  

HP 

(７ ) 第１回二十歳のつどい実行委員会／１０月１３日（金）／青少年セン

ター／参加者４人／趣旨説明、代表者の選定、記念品のアイデア出し、

メッセージムービーの説明、アトラクションに関するアイデア出し等

を実施。次回の開催は、１１月１０日（金）を予定。  

 【質疑】  

  なし  

 

８  議案  

 議案第１号  厚真町立学校職員ストレスチェック実施規程の制定  

について※継続協議事項          【資料３】   

 【質疑】  

池川委員：近隣市町が早くから実施しているのに、厚真町だけ遅れて実施な  

のは、なにか理由があるのか。  

阿部課長：職員数が 50 人以上の規模があると実施しなければならないとあ

り、その点で取組の時期が違う。  
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議案第２号  教育委員会事務局職員の人事について     

 【質疑】  

  なし  

 

９  その他  

(1) 令和５年度教育委員と小中学校ＰＴＡ役員保護者との懇談会の日程

調整について（１２月初旬～中旬で調整）  

 

 

１０  次回委員会の開催日程  

  ・１１月３０日（木）午後２時３０分  （予定）  

 

１１  閉会  
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厚真町教育委員会会議規則第１８条の規定により署名する  

              

                令和    年    月    日  

 

      教育長  

 

          

                

 令和    年    月    日  

 

      署名委員  

 

                令和    年    月    日  

 

   署名委員  

 

                令和    年    月    日  

 

   生涯学習課長（調製）    

 


